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高規格救急自動車仕様書 

 

第 1 章 総則 

 

 １ 目的 

   この仕様書は、見附市（以下「発注者」という。）が令和 6 年度に購入する高規格救急

自動車（以下「救急車」という。）について必要な事項を定める。 

 

 ２ 適合法令 

   救急車は、この仕様書に定めるもののほか、次に掲げる法令等に適合し、緊急自動車

として公安委員会の承認を得られる要件を備えるものであること。 

  ⑴ 救急業務実施基準（昭和 39 年 3 月 3 日自消甲教発第 6 号通知） 

  ⑵ 道路運送車両法（昭和 26 年 6 月 1 日法律第 185 号） 

  ⑶ 道路運送車両の保安基準（昭和 26 年 7 月 28 日運輸省令第 67 号） 

  ⑷ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35 年 8

月 10 日法律第 145 号） 

  ⑸ その他関係法令等 

 

 ３ 製作上の注意 

   救急車として最適な構造及び性能を有するもので、次の条件を満たすこと。 

  ⑴ 救急隊員が救急処置を行うための必要な車内容積及び機能を有すること。 

  ⑵ 傷病者に及ぼす振動を最小限にできること。 

  ⑶ 資器材及び付属品等の適切な収納が可能であること。 

  ⑷ 資器材等へ与える振動・衝撃を最小限にし、救急活動に支障のないようにすること。 

  ⑸ 自然災害等、あらゆる災害現場で救急活動が可能な車両であること。 

 

 ４ 製作上の問題処理等 

   製作にあたっては次に掲げる事項を遵守すること。 

  ⑴ 仕様内容に疑義が生じた場合は、速やかに発注者と協議すること。 

  ⑵ 仕様内容の解釈について相違がある場合は、発注者の解釈に従うこと。 

  ⑶ 仕様の変更が必要な場合は、発注者と速やかに協議し、承認を得た後施工すること。

また、変更に伴う費用は受注者が負担すること。 

  ⑷ 仕様書に記載されていない事項等で疑義が生じた場合、発注者の指示に従うこと。 

  ⑸ 救急車製作にあたり、法令等に抵触する問題が生じた場合、受注者において問題を

解決し、その旨を発注者に報告すること。 

  ⑹ 救急車、資器材、艤装品、付属品等は、全て最新製品とし、本仕様書に基づいて、精

選され耐久性の富む物とする。また、契約後から納入までの間にメーカー等によるバ

ージョンアップ等で新開発がなされた場合、その性能が優れていると認められるもの

については新開発された物を納入すること。 

  ⑺ 車両等の保管責任は、発注者の完成検査を受けるまでの間は、受注者が負うものと

する。 



 
 

５ 提出書類 

  ⑴ 受注者は、契約後速やかに発注者と細部打合せを行うものとし、細部打合せ後 30 日

以内に次の書類（A4 版に製本）を 2 部提出し、承認を受けるものとする（承認後 1 部

返却）。 

    ア 製作工程表（完成検査予定日を記載すること。） 

    イ 救急車外観 5 図面 

    ウ 救急車緒元明細書 

     (ｱ) 電気系統配線図 

     (ｲ) 酸素配管図 

     (ｳ) 無線配線図 

     (ｴ) 装備品取付け図又はサービスマニュアル 

     (ｵ) 使用資器材明細一覧表（メーカー及び型式） 

    エ その他発注者が指示するもの 

⑵ 受注者は、救急車納入に際し次の書類（A4 版に製本）を提出すること。 

    ア 改造自動車等審査結果通知書の写し                （2部） 

    イ 自動車検査証の写し                       （2部） 

    ウ 緊急自動車届出確認証の写し                   （2部） 

    エ 救急車、付属品及び資器材の取り扱い説明書、保証書、カタログ   （1 部） 

    オ 救急車、資器材等のトラブルに対する連絡先（会社名、住所、電話番号）（1 部） 

    カ 完成図面（外装、内装、配線、配管の詳細を含む）         （2 部） 

    キ その他発注者が指示するもの 

  ⑶ 写真（電子図書、A4 版ファイル製本）（1 部） 

    ア 製作工程に基づく状況を撮影したもの 

    イ 完成救急車の上部、前後、斜め前後左右及び両側面を撮影したもの（車両番号

標識が見えるもの） 

    ウ 付属品 

    エ ぎ装状況及び資器材取付け状況が確認できるもの 

    オ その他発注者が指示するもの 

 

 ６ 検 査 

  ⑴ 中間検査は、各ぎ装完了時の状態を写真撮影したものにより、発注者の承認を受け

ること。検査の結果、軽微な変更要請が発注者からあった場合は、受注者はこれに応

じるものとする。 

  ⑵ 完成検査は、発注者が指示する日時及び場所で行うものとし、車両、付属品等全般

について発注者が検収するものとする。また、検査に必要な測定機器等は受注者が準

備するものとする。 

  ⑶ 完成検査の結果、不適合又は不合格品と認められるものは、発注者の指示する日ま

でに物品の取替え、補修、改修等を行い、再度検査を受けるものとする。 

 

 ７ 保証期間 

   保証期間は納入後 1 年とする。ただし、上記保証期間経過後も設計不良、製作上の欠

陥等に起因する事故等を生じた場合は、無償で取替え又は改修を行うものとする。 



 
 

 ８ 納入台数 

   1 台（装備品・積載品含む） 

 

 ９ 納入場所 

   見附市昭和町 2 丁目 6 番 33 号 見附市消防本部 

 

 10 納入期限 

   令和 7 年 3 月 31 日 

 

第 2 章 車両本体の仕様、構造 

 １ 主要諸元 

⑴ 駆動方式 

四輪駆動オートマチック方式 

  ⑵ 車両寸法 

ア 車  両 全 長 5,800mm 以下 

全 幅 2,000mm 以下 

          全 高 2,600mm 以下（アンテナ類は除く） 

   イ 傷病者室 室内長 3,200mm 以上 

          室内幅 1,600mm 以上 

          室内高 1,800mm 以上 

  ⑶ 乗車定員  7 人以上 

  ⑷ エンジン 

   ア 総排気量     2,488cc 以上 

   イ 最高出力     108kW（145ps）以上 

   ウ 使用燃料     無鉛レギュラーガソリン 

   

２ 主要装備 

⑴ 安全装置 ABS 装置・運転席及び助手席 SRS エアバック 

⑵ オルタネーター 積載電装品に見合う容量 

⑶ インバーター DC/AC100V 正弦波 300W 以上   

  ⑷ バッテリー 収納庫付き 104AH 以上 

  ⑸ 全自動電子バッテリー管理器 

  ⑹ AC100V 電源自動切替装置 

  ⑺ オートアイドルアップ機構 

  ⑻ パワーステアリング 

  ⑼ 寒冷地仕様 

  ⑽ 空調クーラー・ヒーター、換気装置 

  ⑾ パワーウインドウ 運転席助手席 

  ⑿ キー抜き忘れ警告 

  ⒀ 間欠式ワイパー フロント・リヤ 

  ⒁ ドアミラー 電動格納式 

  ⒂ シートベルト 全座席分 



 
 

  ⒃ バックガイドモニター 

  ⒄ ルームミラー 

  ⒅ リア用アンダーミラーは取付けせず、運転席より車両後方を常時確認できる電子ミ

ラーを取付けること。 

  ⒆ 車両用消火器（救急活動及びぎ装に支障のない場所に設置すること） 

 

 救急車の取付け品及び付属品は、別表 1 及び別表 2 によるものとし、標準付属品は全 

て取付け、又は納入すること。また、本仕様書に記載がない事項でも、当然必要なもの 

については付加すること。 

 

３ 車体の構造及びぎ装 

 車体の構造及びぎ装は、メーカー標準装備のほか、次のとおりとする。 

 ⑴ 車体関係 

  ア 車体は、全有蓋で密閉式構造であること。 

  イ 車体後部は、ストレッチャーによる傷病者搬入が容易にできる構造であること。 

  ウ 緩衝装置は、資器材を用いた業務の遂行にあたり十分な性能を有すること。 

  エ フロントフェンダー部にすべり止めを施すこと。 

  オ 全ての昇降用ステップにアルミ縞板を取付け、すべり止めを施すこと。 

  カ 運転席、助手席及び左スライドドア部の昇降用ステップの立ち面に可能な限りア

ルミ保護板を取付けること。 

  キ リヤバンパーに傷つき防止板を取付けること。 

  ク 傷病者室左側の窓及びドアガラス、バックドアのガラスは、下端から 3 分の 2 を 

くもりガラス又はフィルム貼りとし、傷病者室右側にガラスを有する場合は、全面 

に白色フィルムを貼付け外装は黒色となること。 

ケ 集中ドアロック装置を運転席に設け、運転席、助手席、左側面、後方ドアロックの

開閉が可能であること。 

コ キーレスエントリーシステムであること。 

サ けん引フックをフロントバンパー下部のシャシーフレームに取付けること。 

シ 消防章（樹脂製、直径 150mm）は、フロントグリル中央に取付けること。 

ス サイドバイザーは、運転席及び助手席ドアに取付けること。 

セ 全車輪にゴム製泥除けを取付けること。 

ソ 助手席専用サイドミラーを取付けること。 

タ フロントアンダーミラーを取付けること。 

チ ヘッドランプは、LED やキセノン等の高輝度のものとすること。 

ツ LED 路肩灯を左右後輪付近に取付けること。 

テ ドライブレコーダー（ナビ連動）を取付けること。 

   ト エンジン時間計を運転席上部に取付けること。 

   ナ コーナーセンサーを取付けること。また、機能をオン・オフできるスイッチを 

運転席付近に取付けること。 

ニ 左右スライドドア及びバックドアは、半ドア防止装置付であること。 

ヌ 「P レンジ」以外でドアが開放している場合、警告音が鳴ること。 

ネ 外部電源入力時にエンジンスタートした場合、ブザー音を発するとともに、エン



 
 

ジンがスタートしない装置を設けること。 

  ノ フロントバンパーにフォグライトを取付けること。 

  ハ サイドフラッシャーランプをルーフ側面又はドアミラーに取付けること。 

  ヒ ルーフサイドに LED 作業灯（補助赤色灯一体型）を前後左右 4 個取付けること。 

  フ 傷病者室と患者室の間に、上部に透明の窓が付いた間仕切り布を取付けること。 

  ヘ 排気管は、地面と干渉しない構造で、ストレッチャー搬出入時に病院内部及び車

内への排気ガス流入に配慮すること。 

  ホ エンジンアンダーカバーは、亀裂等により壊れにくいものとし、壊れた時は接触 

痕や変形等がない限り保証すること。 

    

⑵ 内装関係 

  ア ベッド両側の空間、ベッド頭部側の座席とベッドの空間及び室内高は、救急業務

実施基準第 14 条に定める資器材を用いた業務の遂行を支障なく行えるスペースを

確保すること。また、高度救命処置等の実施にあたり、複数の救急隊員がベッドの左

右から同時に活動できるよう、スペースを確保すること。 

  イ 資器材の機能を損なうことなく、安全かつ確実に積載できるものであること。 

  ウ ストレッチャー積載架台は、次の機能を有していること。 

   (ｱ)  メインストレッチャー（型式等は別表 1）を安全確実に固定できること。 

   (ｲ)  遠心力や加速度等により生ずる揺れを十分に吸収できるものであること。 

   (ｳ)  左右にスライドできるものであり、架台位置を右、中央、左に固定できるもの 

であること。また、中央位置において、両側面で救急処置が行えること。 

   (ｴ)  メインストレッチャーを搬入するためのガイドを取付けること。 

   (ｵ)  頭部側にヘッドパッドを取付けること。 

エ ベッド頭部側に傷病者の観察、処置に適した構造の跳ね上げ式のシートを設ける 

   こと。 

  オ 傷病車室左側に 3 人用のシートを設け、2 ベッド運用時には、バックボード等を

固定できる構造とすること。 

   カ 傷病者室左側の座席下部に 2L 酸素ボンベ 1 本と 8.4L 酸素ボンベ 1 本を固定する

装置を取付けること。 

   キ 傷病者室左側に可倒式ヘッドレス付隊員用シートを設け、2 ベッド運用時には、

シートの背当て部分を倒して平らに使用できる構造とすること。 

   ク 傷病者室内に 10L 酸素ボンベ 2 本設置可能な収納庫を設け、固定バンド付きの専

用受台を取付けること（酸素ボンベは支給品）。 

   ケ 加湿流量計付酸素吸入装置(オキシパック OXⅢ)は、傷病者の起き上がりに支障の

ないよう右側面に取付けること。また、配管は耐圧配管等で確実に固定し、視認で

きない構造で、次に記載するものを取付けること。 

(ｱ) 酸素取出し口（ジュンロン型） 2 口 

    (ｲ) 酸素取出し口（川重型） 1 口（加湿流量計一体型） 

    (ｳ) 減圧弁（ヨーク式バルブ） 2 個 

    (ｴ) 高圧配管ホース 

    (ｵ) 三方チーズ 

    (ｶ ) ヨーク式バルブ用丸ハンドル 



 
 

コ 点滴びんを吊り下げる固定装置(2 本用)を傷病者室右側に設けること。 

   サ 傷病者室の上部天井中央部に、手すりを取付けること。 

シ 傷病者室の右側面に、手すりを 2 本取付けること。 

   ス 後部乗降用の手すりは、斜め仕様で大型又は長タイプを取付けること。 

   セ デジタル電波時計・温湿度計を傷病者室右側壁面に視認しやすい角度で取付ける

こと。 

   ソ カーテンは、傷病者室の左側窓、バックドアガラス部分に手動式とし取付けるこ

と。 

   タ バックドア内側に標準ストラップに加え、長いストラップを追加すること。 

   チ 次に掲げる場所に収納庫及び資器材収納のための器具等を取付けること。また、

収納庫設置に必要なレール等を設置すること。 

(ｱ) 運転室天井左右に収納ネット 2 個 

    (ｲ) 運転室天井中央部にグローブボックス固定用のマジックベルト 1 個。 

    (ｳ) 縦型収納庫扉にティッシュボックス固定用のマジックベルト 2 連 

    (エ) 縦型収納庫の内側前面に資器材固定用ベルト 3 本 

    (オ) 縦型収納庫内に高さ調節可能、且つ取外し可能な棚板 3 段 

    (カ) 傷病者室右前に 3 段収納庫 1 個 

    (キ) 傷病者室右前 2 段引き出し収納庫 

    (ク) 縦型収納扉面に吸引カテーテル収納袋 

    (ケ) 傷病者室右前に携帯酸素バッグ収納庫  

    (コ) 傷病者室右前に患者回路等収納庫 

    (サ) 傷病者室内の引出し収納全てに緩衝材を設置 

    (シ) 傷病者室右前に中仕切り付のルーフサイド収納庫  

    (ス) 傷病者室右後に酸素マスク収納棚 

    (セ) 傷病者室左前に中仕切りなしのルーフサイド収納庫 

    (ソ) 傷病者室左後に中仕切りなしのルーフサイド収納庫 

    (タ) 傷病者室右側後部壁面に 3 段引出し収納庫 

    (チ) 傷病者室右側後部壁面に上段は開放時処置トレイとなる収納庫、下段は引違い

扉の大型収納庫 

    (ツ) 傷病者室の後ろ向きシート左脇の壁面に書類入れ収納 

    (テ) 傷病者室天井部にルーフネット 2 ヵ所取付け。  

   ツ 助手席後部の手洗い装置は、発注者支給品の自動心マッサージ器等（別表 3 支給

品）を固定、収納できる大型収納庫に改造し、ウェルパス収納庫を取付けること。 

   テ 傷病者室右側窓上レールに C 型バネ付フックを３箇所取り付けること。 

   ト 傷病者室右側面下部にバックボード及びスクープストレッチャーを固定できる収

納庫を設け、使用に際し容易に取り出せる構造であること。 

   ナ 傷病者室後ろ向きシート上部に脱着可能なマグネット式の A4 版ホワイトボードを

取付けること（黒ペン 3 本、赤ペン  3 本、ラーフル 1 個、ペンホルダー1 個付

属） 

   ニ 傷病者室右側壁面に吸引器（別表 3 支給品）を確実に固定できる取付け金具を設

けること。 

   ヌ 傷病者室右側に吸引カテーテル保持パイプ（C型バネ付フック付）を取付けること。 



 
 

   ネ 傷病者室右側に上部は除細動器（別表 3 支給品）を確実に固定できる取付け金具

を設けること。除細動器は取付け金具から脱着可能とすること。 

   ノ 傷病者室に濃度計付きオゾン発生器（別表 3 支給品）を確実に固定できる取付け

金具を設けること。 

   ハ 色は白色を基調とする。 

  

 ⑶ 電装関係 

  ア LED 赤色警光灯は次のものを設け、全ての LED 赤色警光灯は、LED 大型散光

式警光灯に連動させること。 

   (ｱ) フロント及びリヤの天井に LED 大型散光式警光灯 

   (ｲ) フロントバンパー前面左右に LED 赤色警光灯を 2 個 

   (ｳ) フロントバンパー側面左右に LED 赤色警告灯を 2 個 

   (ｴ) 屋根後方左右に対空用・後方用の LED 赤色警光灯を 2 個（大型散光式警光灯に

LED 赤色点滅灯を付加する方式を認める。） 

  イ 照明関係 

   (ｱ) 天井左右の長手方向には、傷病者の症状及び救急隊員の業務に支障のない照度 

を有する調光器付大型蛍光灯を取付けること。 

   (ｲ) 患者灯を傷病者室天井の左右に取付け、可能な限り調光機能を設けること。 

   (ｳ) バックドア内面に角度調節機能付きの患者灯を設け、スイッチをドア内面に取

付けること。 

   (ｴ) 助手席上部にフレキシブルマップランプを取付けること。 

  ウ 資器材用の電源として次のものを設けること。 

   (ｱ) 資器材に必要な電源容量を確保できるものであること。 

   (ｲ) 運転室内に夜間照明付の電流計、電圧計を設けること。 

   (ｳ) 外部入力マグネットコンセントを後部バンパー左側に取付け、AC100V 専用コ

ンセントを設けること。なお、専用コンセントは、外部入力コンセントの取り外し

に応じ電源が遮断される構造及びインバーター切り替え式とする。 

   (ｴ) 正弦波 300W 以上のインバーターを取付け、傷病者室に 6 口の AC100V コンセ

ントを設置すること。 

   (ｵ) 傷病者室に DC12V コンセントを 1 口設けること。 

   (ｶ) USB 差込口を 2 口設けること。 

   (ｷ) 外部電源から自動的に車両バッテリーに充電できる装置を取付けること。 

   エ サイレンは、「救急自動車に備えるサイレンの音色の変更について」（昭和４５

年６月１０日付消防防第３３７号通知）の「救急自動車に備える電子サイレンの概

要」に適合するものとする。 

   オ 電子サイレンアンプを取付けること。また、電子サイレンアンプは次の機能や装

置を有すること。 

    (ｱ) 音声合成機能（出動予告、右左折、渋滞通過、交差点進入、感謝音声） 

    (ｲ) 住宅モード機能 

    (ｳ) フェードイン・フェードアウト機能 

    (ｴ) 専用ハンドマイク 

 (ｵ) 拡声装置 



 
 

  カ サイレンを鳴動させた場合、全ての赤色警光灯が連動して作動すること。 

   キ 電子サイレンの音声メッセージ用スイッチ類を次のとおり設けること。スイッチ

類は運転席用、助手席用とし、それぞれ容易に操作できるよう取付けること。 

(ｱ) サイレン音（ウー音） 2 個 

(ｲ) 渋滞通過 2 個 

(ｳ) 交差点進入 2 個 

(エ) 感謝音声 2 個 

   ク 後退レンジに連動して音声と警告音を発する後退警報器を設け、運転席の操作に

支障のない位置に ON／OFF スイッチを設けること。 

   ケ フレシキブルマイクを運転席上部に取付け、運転席から操作しやすい位置に ON

／OFF スイッチを設けること。 

   コ 音声装置のスイッチ類は、夜間視認性の機能を有し、必要に応じて ON／OFF を

識別できるパイロットランプを備え付けること。 

   サ 電子サイレンユニット等のスイッチ類は、他の指示がある場合を除きインパネ中

央部に集中配置し（傷病者室照明等は除く）、運転席、助手席双方から容易に操作で

きる構造として、体裁よく取付け、それぞれに銘板を取付けること。 

   ス 車両リアウインドウにブラインド型車両搭載情報版を取付けること。 

    (ｱ) 表示版の外寸は縦 402 ㎜×横 1115 ㎜×厚み 3.5 ㎜以上 

    (ｲ) 表示モードは固定・点滅・切替・スクロール 

    (ｳ) 運転席のウィンカー等に連動 

  ⑷ 無線機及び車両運用端末装置（以下「AVM」という） 

  ア 無線機及び AVM の設置に関する施工は、発注者の指定する次の業者が行う。 

    業者名 藤島無線工業株式会社 

    住 所 新潟県長岡市下々条三丁目 1438 番地 3 

    電 話 0258－86－5150 

  イ 無線機及び AVM の取付け費用は契約金額に含むものとする。 

  ウ 本仕様の救急車導入に伴い、見附市消防本部に既存する車両の無線機、AVM の移

設、アドレス変更及び通信指令台機能変更等も契約金額に含めるものとする。 

  エ 無線機一式及び AVM 一式は、現有車両から移設するもの。発注者が保有してい

る物品は支給品とし、不足が生じた場合は調達すること。なお、不足備品等は見附市

消防本部が導入済み装置等と同等の能力を有する物品を用いること。 

  オ 無線アンテナ用点検口を天井に 2 箇所以上設け、各点検口から助手席又は運転席

後部へ同軸ケーブル 5D2V を敷設し、配管等により保護すること。 

  カ 無線モニター用スピーカーを傷病者室に取付け、入切スイッチを設けること。 

  キ 傷病者室に AVM 操作盤を設けること。 

  ク 傷病者室左側壁面に無線機子機用 6 芯線を通線させ、送受話器取付けプレートを

設けること。 

  ケ 車載無線機本体、送受話器、AVM は、一体の架台に取付け、運転席及び助手席 

   から容易に操作できる位置に設置し、併せて地図入れを取付けること。 

  コ 無線機に侵入する雑音を防止するため車体に雑音防止機能を施すこと。 

  サ 運転席後部または助手席後部に無線共用器、AVM 本体を取付けられる専用のボー

ド等を設け、無線機専用と AVM 専用の電源端子を取付けること。 



 
 

  シ 各配線類等は、余丁を持たせた長さを有し、ばたつき音が生じないよう必要な処 

置をし、全て隠し配線とすること。 

  ス 車載無線機及び AVM は、車両のエンジンが停止していても電源が入るよう配線

すること。 

  セ 受注者は、契約後速やかに発注者と無線機および AVM に関する詳細部分につい

て打ち合わせを行うこと。 

  ソ 無線申請手続きについて、電波法令に基づく設置から運用までの各種申請等を完

了し、納期までに運用できるようにすること。 

 ⑸ 塗装関係（再帰性に富んだ反射材とする。） 

  ア 車体の塗色は白色とし、耐久性に富む上質塗料による仕上げを行うこと。 

  イ 車体周囲の中央部に赤帯（幅約 70～80mm）を張り付けること。なお、側面及び

後面は、再帰性に富んだ反射材とすること。 

  ウ 文字の記入（再帰性に富んだ反射材とする。） 

   (ｱ) 車体前方には、発注者の指示する位置に「今町 A１」と左読みで記入すること。 

   (ｲ) 車体前方には、発注者の指示する位置に「スター・オブ・ライフ」のマークを記

入すること。 

   (ｳ) 車体フロントドアには、発注者の指示する位置に「今町 A１」と左読みで記入

すること。 

   (ｴ) 車体ルーフサイドには、発注者の指示する位置に「AMBULANCE」と左読み

で記入すること。 

   (ｵ) 車体ルーフサイドには、発注者の指示する位置に「スター・オブ・ライフ」のマ

ークを記入すること。また、マークから前方に「EMERGENCY CALL 119」

と左読みで記入し、「119」のみ斜体文字とすること。 

   (ｶ) 車体両側には、発注者の指示する位置に「スター・オブ・ライフ」のマークを記

入し、マークを円状に囲むように、上部には「EMERGENCY」、下部には

「MEDICAL SERVICE」と記すこと。 

   (ｷ) 車体両側には、発注者の指示する位置に 2 段書きで上段に「見附市消防本

部」、下段に「MITSUKE FIRE DEPT」と左読みで記入すること。 

   (ｸ) 車体後部には、発注者の指示する位置に「NIIGATA MITSUKE F.D.」と記

入すること。 

   (ｹ) 車体後部には、「今町 A１」と左読みで記入すること。 

   (ｺ) 車体後部には、発注者の指示する位置に「スター・オブ・ライフ」のマークを記

入すること。また、マークから運転席側の上段に「EMERGENCY」、下段に

「MEDICAL SERVICE」と左読みで記入すること。 

    (ｻ) 対空標示は、車体屋根上面に「今町 A」と縦書きで記入すること。 

   (ｼ) 車体への文字入れは、別図 1 によるものとする。 

   (ス) 救急車更新に伴う他１台の救急車についての文字・数字の貼り替えを行うこと。 

   エ 車体全体に完全な錆止め処理を施すこと。 

 

 ⑹ 各種資器材は、発注者の指定する位置に体裁良く、機能的に取付け又は収納するこ

と。 

 



 
 

第 3 章 補則 

 １ 救急車は、新規登録後、各部清掃手入れのうえ納入するものとする。 

 ２ 車両登録に要する費用は、受注者が負担するものとする。 

 ３ 燃料タンクに燃料を満タンにした状態で納入すること。 

 ４ 受注者は、納入時、発注者の指示により車両及び装備品等の取扱いについて、専門係

員を派遣し、指導を行うものとする。 

 ５ 車体の構造、ぎ装及び取付品、付属品において同等以上の性能を有するものを主張す

る場合は、入札前に性能資料等を提出し、発注者の承認を得ること。 

 ６ 車両登録番号は「109」とすること。 

 ７ 受注者は、資器材、無線機、AVM 等の取付けにあたって、発注者側担当者と入念な打

ち合わせを行い、救急業務運用に支障がないようにすること。 

 ８ 仕様書内の各項目の詳細については別途指示するもの。 

 ９ 仕様書内で疑義が生じた場合は発注者と協議し決定すること。 

 

 


